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◇◇◇　選考委員 13氏に委嘱（敬称略）◇◇◇

　大阪対がん協会（堀正二会長）は 10 月 16 日、大阪市北区中之島の大阪大学中之島センターで理事会を開き、
2012 年度がん研究助成奨励金の贈呈規定、選考委員などを決めました。11 月 26 日から 12 月 10 日まで研究
成果の応募を受け付けました。年明けの 2013 年 1 月から選考委員による採点が行われ、2月 15 日に選考委
員会を開いて受賞者を決めます。受賞者はホームページで公表します。奨励金の贈呈式は 3月 11 日を予定
しています。
　がん研究助成奨励金は、がんの予防と治療に役立つ研究や取り組みに従事している個人またはグループを
助成・奨励するもので、今回が 53 回目。若手育成を目的としており、応募資格は満 40 歳未満の研究者、医
療従事者に限っています。今年度は「基礎」「臨床及び疫学」「看護等」の 3部門で計 15 人の受賞者を選び、
各 30 万円を贈ります。
　協会が委嘱した選考委員は 13 人で、専門分野別に「基礎」が 5人、「臨床及び疫学」が 5人、「看護等」
が 3人。委員の採点結果をもとに、選考委員会で審査します。協会長の堀正二・大阪府立成人病センター総
長が選考委員長を務めます。
　応募は原則として医学関連機関から推薦された研究とし、受賞は 2回まで。応募は協会所定の記入用紙を
使い、①推薦者の氏名、職名、所在地を記入 ②研究内容によって基礎、臨床、疫学、看護等の別を明記 ③
研究の題目、目的、特異性や新開拓面、進捗状況などの概略を記入していただきます。

若手のがん研究を支援！

【基礎】

鏡山　博行　　大阪医科大学名誉教授
加藤　菊也　　大阪府立成人病センター研究所長
北村　幸彦　　大阪大学名誉教授
螺良　愛郎　　関西医科大学教授
米田　悦啓　　大阪大学大学院医学系研究科長・

医学部長
【臨床及び疫学】

奥野　清隆　　近畿大学医学部外科学主任教授

木下　博明　　大阪市立大学名誉教授
小山　博記　　大阪府立成人病センター名誉総長
津熊　秀明　　大阪府立成人病センター

がん予防情報センター長
門奈　丈之　　大阪市立大学名誉教授
【看護等】

阿曽　洋子　　大阪大学大学院医学系研究科教授
今中　基晴　　大阪市立大学大学院看護学研究科長
田中　京子　　大阪府立大学看護学部教授

がん研究助成奨励金
2012年度は15人に贈呈
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リレー・フォー・ライフ大阪ｉｎ貝塚　　2000人が参加
　がん患者支援イベントのリレー・フォー・ライフ（ＲＦＬ）が9月22、23の両日、大阪府では初めて、貝塚市
の府営二色の浜公園・球技広場で開催されました。日本対がん協会とＲＦＬ大阪実行委員会（増田悦子実行委員
長）が主催。大阪対がん協会は同イベントを「後援」し、ＰＲなどに協力しました。
　昼夜を通して1周246メートルのコースを歩き、がん患者を励まし、寄付を募るイベントです。大型トラックの
特設ステージでバンドや歌手の演奏、医師やがん患者らの対談、夜は紙袋とろうそくで作ったルミナリエを点灯

＝写真＝し、がんで亡くなった人をしのびました。夜半から朝にか
けては雨が降り、グラウンドはぬかるみましたが、休まず歩き続け
るチームもありました。
　がんと闘うサバイバーに加え、多くのボランティアと協賛企業が
参加しました。地元貝塚市からもだんじりの山車が出るなど協力の
輪が広がり、実行委によると、22日正午から23日正午までの総参加
者は1999人に上りました。寄付や協賛金などの収入は250万円近く集
まり、経費を除いて172万円余りが日本対がん協会に寄付されました。

がん相談シンポジウム　　ピアサポートの研修ＤＶＤを視聴
　「考えよう！がんピアサポート研修プログラム」と題して、がん相談
のあり方を考えるシンポジウム（主催：日本対がん協会、大阪対がん
協会）が9月30日、東京、大阪の2会場を同時中継する方式で開かれま
した。大阪会場の大阪府立成人病センター講堂では、台風のため事前
申し込みから半減したものの約50人が参加しました。
　がんを経験した患者や家族が相談に応じるピアサポートについて、
患者や医療従事者、行政の立場から報告、続いてピアサポーターの研
修目的で作られたＤＶＤ（試行版）の視聴＝写真＝とパネルディスカ
ッションがありました。ＤＶＤではピアサポートの模擬相談が演じられ、
分かりやすい内容となっています。

がん予防キャンペーン大阪　　乳がんの検診、治療を考える
　がん予防キャンペーン大阪2012が10月6日、大阪市中央区の朝日生命
ホールで開かれました。大阪対がん協会など11団体で構成するキャン
ペーン実行委員会が主催、約240人が参加しました。
　今年のテーマは「知って、納得。乳がんのこと」。講演や総合討論＝
写真＝を通して、専門医から乳がん検診の大切さや乳がん治療の最新
の情報などが紹介され、乳がん体験者の女性からは日常の心構えなど
が話されました。日本センチュリー交響楽団による弦楽四重奏のミニ
コンサートもありました。
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募金型自販機……大阪労災病院と近畿大学に登場
　大阪対がん協会は、飲料メーカーと提携して、がん征圧支援を目的とした「募金型
の飲料自動販売機」の設置を進めています。自販機の設置者に入る手数料収入の一部
を大阪対がん協会に寄付していただき、協会の事業を通じてがん征圧に役立てるとい
う仕組みです。
　2012年度に入り、6月16日に堺市北区の大阪労災病院の1階に募金型自販機が設
置されました＝写真上。さらに10月30日、東大阪市小若江の近畿大学東大阪キャ
ンパス内の2カ所に設置されました＝写真下。
　当協会支援の自販機としては大阪労災病院が3例目、近畿大学は4例目です。病
院内が3カ所、大学では初めて設置されました。

マンモ検診無料クーポン券……プレゼント企画に875人の応募
　大阪対がん協会は、40歳以上の方がマンモグラフィ検診を無料で受けられるクーポン券＝写真＝を、抽選で
100人にプレゼントする企画を2011年度から行っています。このクーポン券は、公益財団法人日本対がん協会が
乳がん検診受診率向上キャンペーンとして発行しており、全国の支部にも提供して利用を呼びかけています。大
阪府内では大阪市の2カ所の検診施設（大阪がん循環器病予防センター、大阪府医師会保健医療センター）でク
ーポン券が利用できます。

　2012年度、大阪対がん協会では6月と10月の2回、往復はがき
で応募を受け付け、それぞれクーポン券100枚をプレゼントす
る企画に取り組みました。応募期間はいずれも1日から15日ま
での半月間。6月の応募者は529人、10月の応募者は346人に上
りました。多数の応募、ありがとうございました。協会事務局
で抽選を行い、当選者の計200人にクーポン券をお贈りしました。

☆公益認定申請書を提出　協会は9月5日、公益財団

法人の移行認定申請書を電子申請により大阪府へ提

出しました。8月3日の理事会及び評議員会で、公益

財団法人の定款や関係規則、認定申請書の内容につ

いて承認されましたが、その後、大阪府や公認会計

士からの指摘を受け、内容を一部修正しました。今

後は認定委員会での審査を受けることになります。

☆事務局長が交代　協会の高嶋徹夫事務局長が9月5

日付で、契約期間満了により退職しました。高嶋事

務局長は2006年4月から6年半在籍しました。後任と

して牧瀬一博事務局長が10月16日の理事会で承認さ

れました。

☆３月に新事務所へ移転　協会事務所は2013年3月

下旬、四つ橋筋をはさんで向かい側に新築された中

之島フェスティバルタワーの15階に引っ越します。

新住所は大阪市北区中之島2丁目3の18となります。
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2月18日（月）から受け付け

 ２月18日（月）からの受付を厳守してください 
大阪がん循環器病予防センター（予約センター）

　　　　　　電話　06-6969-6712
受付曜日：月曜日～金曜日（祝日を除く）
受付時間：10時～ 12 時　13 時～ 16 時
　　 ※「大阪対がん協会の、がん検診希望」といってお申し込みください

　　　　　　　　　後日、ご自宅に受診票が届きます

□ 検診機関　大阪がん循環器病予防センター
〒 536-8588　大阪市城東区森之宮 1丁目 6 - 107

□ 検診期間　４月１日（月）から５月 31 日（金）まで
□ 申込期間　２月 18 日（月）から３月 15 日（金）まで
□ 検診項目
　胃 Ｘ線直接撮影（7,507円）

検査を受ける方は、前夜の夕食を午後 10 時までにおとりください
お水・お茶は就寝前までかまいません
検査当日は、午前 7時までにコップ 1杯程度の水(約200ml ) を飲んでください。また、
朝から禁煙してください

　肺 Ｘ線直接撮影（3,045円）喀痰細胞診（2,940円）胸部ヘリカルＣＴ（8,452円）
※胸部ヘルカリCT：従来の胸部X線撮影では発見されにくい小さな病変を発見できます

乳　腺 視触診＋マンモグラフィー（5,040円）
※ マンモグラフィー：内外斜位方向撮影や頭尾方向撮影を用いるので、視触診ではわから
ない早期がんの発見に役立ちます

子　宮 子宮がんを主とする細胞診
頸部（4,935円）　頸部＋体部（7,770円）

大　腸 免疫学的便潜血検査（1,260円）
申し込み受付後、採便キットを郵送させていただきますので、採便後、大阪がん循環器
病予防センターまでお持ちください

　　※前立腺がんの検査もできます（2,940円）。同時に申し込んでください

 〔会員特典〕
　上記検診の領収書（コピーでも可）に、4月下旬ごろお送りする「がん検診サービス券」を付けて、
　大阪対がん協会にお送りいただくと、1,000円相当の買い物ができるクオカードをお送りします。

検診の申し込みは　電話で

2月18日（月）から受け付け

来春のがん検診 ４月・５月に実施


